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10
月
26
日
（
水
）
名
古
屋
港
殉
職
者
慰
霊
祭
を

築
地
神
社
に
て
、
祭
主
・
系
井
理
事
長
、
斎
主
・

大
原
宮
司
で
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
慰
霊
祭
は
、
昭
和
27
年
3
月
に
築
地
神
社
境
内

に
名
古
屋
港
殉
職
者
之
碑
が
建
立
さ
れ
て
以
来
、

碑
中
の
御
霊
の
鎮
魂
を
行
う
と
と
も
に
、
前
年
度

一
年
間
に
殉
職
さ
れ
た
御
心
霊
の
合
祀
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
、
昨
年
同
様
に
規
模
を
縮
小
（
遺
族
・
来
賓

併
せ
て
94
名
）
し
、
参
列
者
全
員
に
マ
ス
ク
の
着

用
、
検
温
、
手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

　
港
湾
の
業
務
は
危
険
を
伴
う
作
業
も
少
な
く
な

く
、
参
列
者
一
同
、
名
古
屋
港
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
業

務
の
安
全
と
事
故
撲
滅
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

祭主　系井理事長

斎主　大原宮司

築地神社（受付の様子）
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屋
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殉
職
者
慰
霊
祭
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8
月
10
日
（
水
）
名
港
福
会
館
大
会
議
室
に
て
、

当
協
会
職
員
の
永
年
勤
続
表
彰
式
を
執
り
行
い
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
、
30
年
勤
続
表
彰
者
が
1
名
、
20
年

勤
続
表
彰
者
が
1
名
、
10
年
勤
続
表
彰
者
が
3
名

で
、
例
年
、
20
年
以
上
勤
続
者
が
表
彰
状
を
授
与

さ
れ
ま
す
が
、
都
合
に
よ
り
、
小
島
圭
二
さ
ん
1

名
で
の
表
彰
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
系
井
理
事
長
よ
り
表
彰
状
と
記

念
品
料
が
授
与
さ
れ
、
小
島
圭
二
さ
ん
が
受
賞
者

を
代
表
し
、
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

30
年
勤
続
表
彰
者
（
１
名
）

　
小
島
　
圭
二
　（
臨
港
病
院
事
務
長
）

20
年
勤
続
表
彰
者
（
１
名
）

　
赤
林
真
由
美
　（
臨
港
病
院
栄
養
士
）

10
年
勤
続
表
彰
者
（
３
名
）

　
岩
下
　
夏
希
　（
臨
港
病
院
看
護
師
）

　
榊
原
　
曜
子
　（
本
部
管
理
部
主
任
）　

　
中
村
み
ど
り
　（
本
部
食
堂
現
業
職
員
）

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

30年勤続表彰授与（小島さん）

前列左から、系井理事長、小島さん

永
年
勤
続
者
表
彰
式
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○
衣
浦
支
部
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ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
過
去
２
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
た
め
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
、
令
和
4
年
11
月
24
日
（
木
）
感
染
症
対
策

を
講
じ
た
う
え
で
3
年
ぶ
り
に
半
田
グ
ラ
ン
ド
ボ

ウ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
感
染
症
が
ま
だ
残
る
中

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
9
店
社
77
名
の
方
に

参
加
を
い
た
だ
き
、
一
人
2
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
始
球
式
後
、
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ス
ト
ラ
イ
ク

や
ス
ペ
ア
ー
を
取
る
度
に
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
表
情

や
歓
声
が
あ
が
り
、
時
間
が
経
つ
の
も
忘
れ
自
然

と
会
場
内
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
例
年
で
あ
れ
ば
ゲ
ー
ム
終
了
後
に
軽
食
を
取
り

な
が
ら
成
績
発
表
を
行
う
の
で
す
が
、
今
回
は
成

績
発
表
を
行
わ
ず
に
ゲ
ー
ム
終
了

後
、
皆
様
に
お
弁
当
と
参
加
賞

を
配
布
す
る
だ
け
の
形
式
を
と

り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り

な
が
ら
無
事
に
会
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

○
豊
橋
支
部
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メ
ロ
ン
狩
り
大
会

　
令
和
4
年
7
月
31
日
（
日
）
に
「
渥
美
観
光
丸

武
園
」
で
開
催
さ
れ
た
、
第
27
回
メ
ロ
ン
狩
り
大

会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
４
５
名
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
局
面
に
あ
る
中
、
開
催
の
中
止
も
検
討
い

た
し
ま
し
た
が
、
本
部
の
ご
指
導
・
ご
協
力
も
あ

り
、
現
地
で
の
飲
食
を
中
止
と
し
、
屋
外
に
て
参

加
券
と
引
換
え
に
メ
ロ
ン
の
お
土
産
を
配
布
す
る

だ
け
に
し
て
実
施
致
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
渦
で
あ
り
、
当
日
は
参
加
者
の
大
幅
な

減
少
を
心
配
致
し
ま
し
た
が
、
予
定
通
り
の
参
加

と
な
り
、
メ
ロ
ン
の
人
気
を
改
め
て
感
じ
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。
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み
か
ん
狩
り
大
会

　
令
和
4
年
12
月
4
日
（
日
）

に
浜
松
市
三
ケ
日
町
【
ふ
る
さ

と
園
】
で
開
催
さ
れ
た
第
28
回

み
か
ん
狩
り
大
会
に
は
、
２
９

１
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
当
日
は
風
も
無
く

好
天
に
恵
ま
れ
、
本
年
も
多
く
の
会
員
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
帰
り
に
は
観
光
園
で
用
意
し

た
お
土
産
を
い
た
だ
き
、
観
光
園
の
方
々
の
気
さ

く
な
対
応
に
感
謝
し
つ
つ
、
来
年
も
ま
た
開
催
し

た
い
行
事
で
あ
る
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
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医
療
立
入
検
査

　
9
月
29
日
（
木
）
南
保
健
所
に
よ
る
医
療
立
入
り
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

保
健
所
よ
り
来
院
、
病
院
よ
り
院
長
、
事
務
長
他
立
会
い
の
も
と
、
書
類
等

の
確
認
、
病
院
内
の
見
回
り
な
ど
、
法
令
ど
お
り
諸
事
行
わ
れ
て
い
る
か
点

検
を
受
け
ま
し
た
。
結
果
適
正
で
あ
る
旨
の
結
果
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
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防
火
・
防
災
訓
練

　
11
月
21
日
（
月
）
、
消
防
設
備
業
者
に
よ
り
、「
火
災
発
生
時
の
消
火
、
避
難
・

避
難
誘
導
方
法
、
津
波
発
生
時
の
避
難
・
避
難
誘
導
方
法
に
つ
い
て
」
研
修

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
研
修
を
通
し
て
、
職
員
の
防
火
・
防
災
に
対
す
る
意

識
の
向
上
に
つ
と
め
ま
し
た
。
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適
時
調
査

　
12
月
2
日
（
金
）
東
海
北
陸
厚
生
局
に
よ
る
施
設
基
準
等
の
届
出
に
係
る

適
時
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
施
設
基
準
等
の
届
出
し
た
も

の
が
、
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
す
る
も
の
で
、
事
務
長
等
立
会

い
の
も
と
、
院
内
見
回
り
、
書
類
等
の
調
査
を
受
け
ま
し
た
。

N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
２
価
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て

　
令
和
5
年
1
月
16
日
（
月
）
か
ら
、
か
か
り
つ
け
の
患
者
さ
ま
を
対
象
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
2
価
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
終
息
が
予
想
つ
か
な
い
な
か
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
予
防
接
種
を
機
に
感

染
者
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
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会
　
議

7
月
22
日
　
文
化
事
業
運
営
委
員
会

7
月
27
日
　
体
育
大
会
運
営
委
員
会

9
月
26
日
　
正
副
理
事
長
会
議

9
月
30
日
　
臨
時
理
事
会
（
書
面
表
決
）

10
月
14
日
　
臨
時
評
議
員
会
（
書
面
表
決
）

12
月
9
日
　
本
部
支
部
事
務
局
連
絡
会
議

12
月
15
日
　
正
副
理
事
長
会
議

12
月
16
日
　
体
育
大
会
運
営
委
員
会

12
月
20
日
　
名
古
屋
港
福
利
厚
生
事
業
運
営
委
員
会

イ
ベ
ン
ト
中
止
の
お
知
ら
せ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
等
に
よ
り
次
の

イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

○
本
部
（
名
古
屋
）

　
筏
師
一
本
乗
り
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
文
化
事
業
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

○
蒲
郡
支
部

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

○
豊
橋
支
部

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
悪
天
候
の
た
め
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

　
ル
ポ
名
港
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
お
読
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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W
W
W

「
表
紙
写
真
」W

W
W

　
今
回
の
表
紙
写
真
は
、
豊
橋
支
部
み
か
ん
狩
り
大
会
か
ら
の
１
枚
で
す
。
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名
港
福
会
議
等
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入居者募集
家 賃： 円（月額）
共益費： 円（月額）
駐車場： 円（月額）
保証金： 円
築 年：平成 年竣工、令和 年改修
建物階： 階建 エレベーター設置
部屋数： 帖、洋室 ・ 帖、和

室 帖
最寄駅：あおなみ線「野跡駅」徒歩

分、「名古屋駅」まで 分
入居条件： 名古屋港湾福利厚生協会の関係事業所に

お勤めの世帯者の方

申込方法： 所属の会社を通してお申込みください

所在地 ： 名古屋市港区野跡二丁目１番５号

公益財団法人名古屋港湾福利厚生協会

鴨浦住宅
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